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白銀の世界に

歓声響く

’92 ２
月

町公民館主催の「親子スキー教室」が１月26

日、二本松市の塩沢スキー場で行われました。

スキー教室には、カラフルなスキーウェアを

身にっけた31人の親子が参加。スキーは初めて

という大もおり、歩き方、転び方などの指導を

受け、汗をかきながら練習に励み、親と子が心

の触れ合いを深め、冬の一日を楽しく過ごしま

した。



町

県

民

税

・
所

得

税

申
告
は
１
月
1
6
日
ま
で
に

平
成
三
年
分
所
得
の
町
県
民
税
、
所
得

税
の
申
告
時
期
と
な

り
ま
し
た
。

そ
の
と
き
に
な
っ
て
あ
わ
て
な
い
よ
う
、
早
め
に
準
備
し
ま

し
ょ
う
Ｏ

町
で
は
、

税
の
理
解
と
申
告
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
に
、
次

の
日
程
に
よ
り
所
得
の
申
告

、
納
税
相
談
を

行
い
ま
す
。
限
ら

れ
た
期
間
で
す
の
で

、
お
忘
れ
な
く
申
告
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◇
期
　
日

申
告
期
限
は
３
月
1
6日
ま
で
で
す

（
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
な
る
べ

く
指
定
日
に
お
い
で
く
だ
さ
い
）

◇
会

鳩

役
楊
二
階
第
一
会
議
室

◇
畤
　
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

※
申
告
に
は
、
送
付
さ
れ
て
い
’や

甲

告
甞
と
印
鑑
の
ほ
か
．
次
の
書
類

な
ど
を
必
ず
ご
持
参
の
う
え
、
ぜ

ひ
申
告
者
本
人
か
お
い
で
く
だ
さ

い
・

１
所
得
・
経
費
関
係
書
類

①
農
業
を
さ
れ
て
い
る
方

震
産
物
の
収
入
金
額
の
明
細
書

及
び
証
明
書

水
稲
、
果
樹
、
養
蚕
な
ど
の
受

取
共
済
金
明
細
書
及
び
栗
樹
．

養
最
の
共
済
支
払
金
領
収
証

平
成
三
年
中
に
大
農
只
な
ど
を

購
入
さ
れ
た
方
は
、
そ
の
領
収

証雇
人
及
び
作
業
委
託
が
あ
る
場

合
は
、
そ
の
嘖
収
註

②
事
業
（
商
売
な
ど
）
を
さ
れ
て

い
る
方
は
、
売
上
、
仕
入
、
経

費
な
ど
の
諸
恨
簿

③
土
地
、
建
物
な
ど
の
譲
渡
が
あ

る
方
は
、
売
買
契
約
書

④
給
与
及
び
年
金
な
ど
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
は
、
源
泉
徴
収
粟

ま
た
は
支
払
調
書

⑤
申
告
翕
及
び
家
族
の
方
が
日
層
・

出
稼
ぎ
な
ど
を
し
て
い
る
場
合

は
、
給
与
征
明
書

２
所
得
控
除
関
係
書
類
（
所
得
か
ら

差
し
引
か
れ
る
も
の
）

①
生
命
保
険
料
、
個
人
年
金
保
険

料
、
建
物
共
済
及
び
火
災
保
険

料
な
ど
の
支
払
証
明
番

②
医
療
費
支
払
証
明
番
（
支
払
医

療
費
が
所
得
の
５
パ
ー
セ
ン
ト

ま
た
は
1
0万
円
を
留
え
る
方
）

③
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
証

明
書
な
ど

３

そ
の
他

①
申
告
に
よ
り
所
得
税
の
源
泉
税

額
が
還
付
に
な
る
場
合
は
、
口

座
振
替
と
な
り
ま
す
の
で
愈
融

機
閹
名
、
口
座
番
号
か
必
要
と

な
り
ま
す
。

②
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を
受
け

ら
れ
る
方
で
、
添
付
書
類
な
ど

不
明
な
点
に
つ
い
て
は
役
場
税

務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ

痢

旧

よ

」

奥さまと税

パートや

内職などの

税

●
所

得

税

〈
パ

ー
ト

収
入

〉

パ
ー
ト
収
入
は
、
通
常
、
給
与
所

得
に
な
り
ま
す
．
し

た
が
っ
て
、
パ

ー
ト
の
年
収
が

Ｉ
〇
〇
万
円
以
下
で

す
と
給
与
所
得
控
除
額
（
最
低
六
十

苙
万
円
）
を
差
し
引
い
た
残
額
か
基

礎
控
除
（
三
十
五
万
円
）
以
下
と
な

り
ま
す
の
で
．
所
得
税
は
か
か
り
ま

せ
ん
し
、
配
偶
者
控
除
を
受
け
る
こ

と
も
で
き
ま
す
．

〈
内

職

な

ど

の

収
入

〉

内
職
な
ど
の
収
入
は
、
収
入
か
ら

必
要
経
費
を
遷
し
引

い
た
残
り
が
事

業
所
得
ま
た
は
雛
所
得
と
な
り
ま
す
．

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
に
も
当
て
は

ま
る
人
に
つ
い
て
は
、
必
要
経
費
と

し
て
六
十
五
万
円
（
収
入
金
額
か
限

度
で
す
）
を
差
し
引
く
こ
と
か
で
き

ま
す
．

①
家
内
労
働
者
、
外
交
員
、
集
金
人
．

電
力
最
計
の
検
針
人
な
ど
、
特
定

の
人
に
対
し
て
継
続
し
て
労
務
の

提
供
を
す
る
人

②
事
衆
所
得
及
び
雑
所
得
の
必
要
経

費
と
給
与
所
得
の
収
入
金
額
の
合

計
が
六
十
五
万
円
に
満
た
な
い
人

し
た
が
っ
て
、
収
入
が
内
職
だ
け

の
場
合
は
、
パ
ー
ト
収
入
と
同
様
に

年
収
が

Ｉ
〇
〇
万
円
以
下
で
す
と
所

得
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
し
、
配
偶
者

控
除
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
住

民

税

パ
ー
ト
や
内
職
（
家
内
労
働
者
等
）

の
年
収
か
九
十
九
万
円
以
下
で
す
と

給
与
所
得
の
血
額
が
住
民
税
所
得
割

の
非
課
税
限
度
額
以
下
と
な
り
ま
す

の
で
、
住
民
脱
も
か
か
り
ま
せ
ん
。

パートや内暇I

の　 収　 入 �

夫の所得から

配偶者控除が �

自　 分　 自　 身　 に

��所得税が �住 民 税 が

99万円以下 �受けられる �かからない �かからない

99万円超100

万円以下 �
受けられる �かからない �か　か　る

100
万円超

．・ ．　 ，．． �
受けられない �か　か　る �か　か　る

（注）住民税は平成４年度分



完納で
あなたも私も

すてきな笑顔
森江野小６年　斎　藤　聖　子

(税に関する作品展・福島税務署長賞)
お気畦にご相跂ください（昨年の申告相談風景）

申　告　相　談　日　程　表

月 �日 �曜日 �
午　 前　 の　 対　 象　 町　 内　 会　

(午前９時から正午まで) �

午　 険　 の　 対　 象　 町　 内　 会　

(午隋１時から午筏４時まで)

２ �12 �水 � 小坂・太田川 � 前H卜 板鳩

�13 �木 � 帛田上・泉田中 � 泉旧ド・鳥取

�14 �金 � 内 谷西・朿 � 川H 北・Ｕ Ⅲ南

�17 �月 � 人木戸 � 比明寺

�18･�火 � 山眼・鳥城 � 鶉町・lこ野

�19 �水 � 源宗山西・貳・北・人坂 � 山崎.|じ・潼山・fiけ111叺

�20 �木 � 石母田表・石毋Ⅲ北 � 石母Ⅲ原 一石ほⅢ1叫

�21 �金 � 所　叫　咬 確　定　申　;り

�24 �月 � 所　呀　税 確　定　巾　;11

�25 �火 � 所　得　税 確　定　申　;り

�26 �水 � 宮束・町東・緋谷 � 山崎舘・小舘・宮的・宮舘・沢IH

�27 �木 � 駅前・錦町 � 人町南・人町北

�28 �１ � 所　呀　税 確　定　巾　 告

３ �２ �月 � 所　得　税 確　定　巾　 笘

�３ �火 � 本町・宮町南 � 宮町北

�’４�水 � 所　呀　陛 確　定　巾　告

�５ �木 � 原町・築舘・並柳 � 北部・中部

�６ �金 � 川内 � 所件脱確定巾占

�９ �月 � 所　得 税 確　定　巾　告

�10 �人 � 森江野第１ � 森江野第２・第３

�ｎ�水 � 森江野第４・第５ � 森江野第６・第７

�12 �木 � 森江野第８・第10 � 森江野第９・第11

�13 �金 � 森江野第12 � 所得税確定申告

�16 �月 � 所　 碍 税 確　定　中　告

※　所19税の確定申告をする方は、別途お知らせする日時においでください。



もうすぐ

新しい校舎が

完成！

森
江
野
小
学
校
・
幼
稚
園
の
改
築

工
事
が
、
二
月
末
の
完
成
を
目
指
し

着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

新
し
い
校
舎
は
。
昨
年
六
月
か
ら

約
五
億
三
千
万
円
を
か
け
て
現
校
舎

の
西
側
に
建
設
さ
れ
て
お
り
。
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
都
二
階
建
て
で
。

延
べ
床
而
積
杓
二
千
五
百
八
十
七
平

方
卩
。
約
二
千
二
。白
平
方
じ
を
小
学

校
、
約
三
百
八
十
平
方
Ｕ
を
幼
稚
闘

と
し
て
使
用
さ
れ
、
小
学
校
は
普
通

教
室
六
室
の
ほ
か
、
図
工
、
理
科
。

音
楽
、
家
庭
、
図
卉
室
な
ど
の
特
別

教
室
、
一
階
に
は
全
校
児
贏
か
会
食

で
き
る
食
堂
、
各
階
に
は
多
目
的
ホ

ー
ル
、
幼
稚
剛
に
は
保
育
室
、
遊
戯

室
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

児
童
や
園
児
の
皆
さ
ん
は
、
新
し

い
校
舎
で
勉
強
で
き
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

▲完成間近の森江野小学筏・幼稚圃

一
六
四
人
が

大
人
の
仲
間
入
り

成
人
の
日
の
一
月
十
五
日
、
町
公

民
館
で

『
成
人
式
』
か
行
わ
れ
、
一

六
四
人
の
皆
さ
ん
か
大
人
の
仲
間
入

り
を
し
ま
し
た
。

式
に
は
、
亊
や
か
な
晴
れ
着
や
真

新
し
い
ス
ー
ツ
姿
の
新
成
人
一
三
五

人
か
出
席
。
冨
永
町
長
が
「
新
し
い

次
代
を
担
う
皆
さ
ん
か
、
心
身
と
も

に
健
や
か
に
成
長
し
て
立
派
な
成
人

に
な
ら
れ
た
こ
と
を
心
か
ら
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
』
と
式
辞
を
述
べ
、

佐
野
良
子
き
ん
に
成
人
証
書
か
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。。
ま
た
、
新
成
人
を
代

表
し
て
玉
手
真
理
子
さ
ん
か
『
今
口

の
感
激
を
胸
に
刻
み
、
一
人
ひ
と
り

の
決
め
た
道
を
、
慢
心
す
る
こ
と
な

く
精
い
・
ぱ
い
歩
ん
で
ゆ
く
こ
と
を

誓
い
ま
す
」
と
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

全
員
で
記
念
撮
影
し
た
あ
と
、
立

食
パ
ー
テ
ィ
ー
か
行
わ
れ
、
久
し
ぶ

り
に
顔
を
合
わ
せ
た
同
級
生
と
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

▲代表して成人証書を受ける佐野貴子さん

▲はたちに乾杯７

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

・

共
同
募
金

●
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

平
成
三
年
十
月
一
日
か
ら
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
実
施
し
ま
し
た
「
赤

い
羽
根
共
同
幕
金
運
動
」
と
「
歳
末

た
す
け
あ
い
募
金
連
動
」
も
．
町
民

皆
さ
ん
の
深

い
ご
理
解
と
ご
協
力
に

よ
り
ま
し
て
、
目
標
額
を
達
成
す
る

こ
と
か
で
き
ま
し
た
。

深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
。
早
連
、
県

共
同
狐
金
会
へ
送
金
い
た
し
ま
し
た
。

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
。
町
内

の
在
宅
の
寝
た
き
り
、
ひ
と
り
葬
ら

し
の
お
年
寄
り
や
、
母
子
・
父
子
家

庭
、
施
設
・
病
院
等
に
入
所
（
院
》

さ
れ
て
い
る
方
々
な
ど
に
。
そ
れ
ぞ

れ
見
舞
金
と
し
て
お
贈
り
い
た
し
ま

し
た
。

◇
赤

い
羽
根
共
同
募
金

・
Ｈ

標
額

べ

三

一
四

、
〇
〇
〇

円

・
実
績

額

．
、
三

四
七

、
五
三

．二
円

・
達
成

率

一
〇
二

・
六

パ
ー
セ

ン
ト

◇
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

・
目
標
額

て

四
〇
〇
、
六
四
〇
円

・
実
績
額

气

四
五
一
ぺ

九
三
五
円

・
達
成
串
一
〇
三
・
ハ

パ
ー
セ
ン
ト



菊
地
唯
七
さ
ん
に

勲
六
等
瑞
宝
章

菊地唯七 さん

菊
地
唯
七
さ
ん
（
塚
野
目
字
福
田

２
・
八
十
八
歳
）
は
、
昭
和
十
八
年

に
森
江
野
村
議
会
議
員
に
初
当
選
以

来
、
三
期
十
二
年
に
わ
た
り
議
会
議

員
と
し
て
町
勢
伸
展
に
尽
力
さ
れ
、

こ
の
た
び
叙
勲
の
栄
に
輝
き
ま
し
た
．

こ
の
間
、
国
見
町
議
会
経
済
常
任

委
員
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
、
地
方

自
治
の
進
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
．

ま
た
、
菊
地
さ
ん
は
三
十
一
年
間

の
長
き
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て

も
活
躍
、
火
災
の
予
防
や
消
火
活
動
、

消
防
施
般
の
充
実
に
も
尽
く
さ
れ
ま

し
た
．

哨
れ
の
叙
勲
、
皷
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
．

国　 保

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

必
ず
届
け
出
を
！

交
通
事
故
な
ど
で
第
三
者
か
ら
傷

害
を
受
け
た
場
合
、
そ
の
医
療
費
は

被
害
者
の
過
失
の
な
い
限
り

”加
害

者
が
全
額
負
粮
７

す
る
の
が
原
則
で

す
。
こ
の
場
合
。
被
害
者
か
国
保
で

泊
療
を
受
け
加
害
者
に
そ
の
立
て
替

え
分
を
請
求
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

届
出
を

す
る
こ

と

交
通
事
故
に
あ
り
た
ら
す
ぐ
に
警

察
に
届
け
る
と
同
時
に
国
保
係
に

も
届
出
（
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷

病
者
）
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

医
療
費
は
加
害
者
が
負
担

‘父
通
事
鷸
な
ど
第
三
者
か
ら
傷
害

を
受
け

た
場
合
、
そ
の
医
療
費
は

被
害
者
に
過
失
の
な
い
限
り
加
害

者
が
全
額
負
担
す
る
の
が
原
則
と

な

り
て
い
ま
す
．
し
た
が

り
て
．

保
険
診
療
し
た
場
合
に
お
い
て
も

加
害
者
か
負
担
す

べ
き
医
療
費
は
、

国
保
か
一
時
立
て
替
え
て
支
払
う

だ
け
で
．
あ
と
で
国
保
が
そ
の
医

療
費
を
被
害
者
に
な
り
か
わ

り
て

加
書
者
に
請
求
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す

。

届
出
に
必
要
な
書
類

・

保
険

証
、
印

鑑
、

事
故
証

明

書
　

（
そ
ろ

わ
な

い
時
は

後
日

で
も
可

）

示
破
は
慎
重
に

加
害
者
と
被
害
者
の
話
し
合
い
か

つ
い
て
、
示
談
を
結
ん
で
し
ま
う

と
、
そ
の
示
鮫
の
と
り
き
め
の
内

容
か
優
先
す
る
こ
と
か
あ
り
、
示

談
の
成
立
以
後
は
、
加
害
者
に
請

求
で
き
な
く
な
る
場
合
か
あ
り
ま

す
．
で
す
か
ら
、
第
Ξ
者
か
ら
傷

害
を
う
け
た
場
合
は
．
示
談
を
結

ぶ
前
に
必
ず
国
保
係
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
．

－

届
出
・
問
い
合
わ
せ

保
健
踝
国
保
係

一
a
2
1
1
1

内
線
１
４
３

愛の献血に

73人が 協力

（１月14日 )

一
月
十
四
日
。
移
動
探
血
車
が
來

町
し
、
役
場
前
、
大
岩
機
器
工
業
所

国
見
工
鳩
前
、
沢
屋
酒
店
前
、
一
心

堂
薬
店
前
の
四
か
所
で
献
血
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
と
き
お
り
小
雨
や
小
雪

の
ち
ら
つ
く
膚
寒
い
日
で
し
た
が
、
7
3

人
（
申
し
込
み
者
は
7
6人
）
の
皆

さ
ん
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
．

献
血
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

（
順
不
同

・
敬
称

）

○

印

は
成

分
献
血
協

力
者

○
印

は
四
〇

〇
．叫
協

力
者

で
す

《

一

般

》

尾
形
　

広
詒

山
田

悦
子

佐
藤

達
司

国
井

好
之

奥
山
　
律
子

山
田
さ
ゆ
り

○
菊
地

芳
昇

Ｏ
谷
濘
　
陽
子

Ｏ
安
孫
子
　
正

古
田
　
正
美

《
大

岩
機
器

工
業

所
国

見
工

場
》

○
伊
藤

裕

司

○
佐
藤
　

進

○
八
鳥

俊

彦

○
古
山
　

陸

○
田
川
　

仁

本

田

幸
吉

佐

久
間

守

武

田

美
貴
子

冨
永

晃

子

○
松

浦

纃
江

《
国

見

電
子
》

○
松

浦
　

元
治

○
八
巻
　

仁

○
鈴
木

俊
一

〇
鈴
木

秋
二

宍
戸

孝
司

○
鈴
木
　

隆

○
榊
枝
　

仁

三
上
　
　

二

○
佐
藤
　

一
紀

柴
田
ひ
と
み

大
貫

芳
男

○
森
　

晴
子

《
国
見

ガ
ス
住

宅
般
備

》

○
高
橋

貴
夫

《
公
立
藤

田
総

合
病
院

》

遠

藤
ト

シ
子

（
朽
木
繊

維
〉

朽

木

好
秋

《
福

鳥
消

費
組
合

》

○

古
田

光

裕

《
国
見
町

商
工
会

》

釦
水
　
正
春

○
穂
苅

榮
治

○
吉
田
と
き
子

○
樋
口
　
久
弥

○
武
田

秀
子

木
村
真
由
美

後
藤

幸
枝

○
小
紫

春
雄

高
橋

芳
男

秦
　

清
一

〇
松
浦

惣
一

〇
穐
月
　
辰
也

石
月

光
子

《
国

見
町
役
場

》

○
大
波
　

健

○
後
藤
登
美
子

武
田

友
江

小
西
　
春
彦

佐
久
間
　
正

○
松
浦
　
昭
一

〇
佐
藤

克
成

○
羽
恨

洋
一

〇
佐
野

龍
一

武
田

幹
夫

蓬
田

恭
子

鈴
木

捷
泊

○
谷
津

富
夫

安
田

博
三

〇
菅
野

信
朗

○
菊
地

弘
美

○
吉
田

義
勝

阿
部

正
一

佐
久
間

茂

○
松
浦

幸
雄

菅
原

文
子

佐
藤

和
夫

次回の献血車来町予定

３月16日（月）
9:00 ～10:15 農 協大枝支 所前

10:30 ～11:45 農協 森江 野支所 加

12: ００～13: ００ 国 見タ イツ 前

14:O{y ～15 : 15 箟顫 鮪 合ｺｰﾌﾟﾏｰ} 匯膸

15:30 ～17:00 福鳥 信金 国 見支店 前

～ご協力　お願いします～



ご

覧
く

だ

さ

い

固
定
資
産
の
名
寄
帳

平
成
四
年
度
の
固
定
資
産
悦
の
基

礎
と
な
る
土
地
や
家
屋
、
地
積
、
評

価
額
な
ど
か
記
載
さ
れ
て
い
る
『
名

寄
帳
』
が
次
の
期
間
中
、
閲
覧
で
き

ま
す
．

固
定
資
産
税
は
．
毎
年
一
月
一
日

現
在
で
土
地
．
家
屋
．
償
却
賢
産
を

有
し
て

い
る
方
に
つ
い
て
、
そ
の
固

定
資
産
の
価
格
を
も
と
に
算
定
さ
れ

ま
す
．
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
大
切
な

自
分
の
賢
産
、
評
価
額
な
ど
を
ご
覧

く
だ
さ
い
．

◇
閲
覧
期
間

３
月

２
日
（
月

）
～

３
月
2
1
日
（
土
）

た

だ
し
、

第
二

土
曜
日

（
３

月
Ｍ

日
）

・
日

曜
日

・
祭
日

は
除

き
ま

す
．

◇
閲
覧
時
聞

午
前
８
時
3
0分
～
午
後
５
時

３
月
７
日
・
３
月
2
1日
の
土
曜
口

は
午
前
中

◇
閲
覧
鳩
所

役
場
税
務
課

※
期
間
中
は
無
料
で
閲
覧
で
き
ま
す
．

印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
・

県

政
・

交
通

事
故

等

お
悩
み
の
方
は

ぜ
ひ
ご
相
談
を

県
で
は
、
県
政
に
関
す
る
要
望
・

苦
情
な
ど
を
は
じ
め
、
家
庭
内
に
お

け
る
困
り
ご
と
等
を
お
持
ち
の
方
や
、

不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に
遭
い
お
悩

み
の
方
の
た
め
に
、
弁
護
士
の
助
言

を
得
な
か
ら
次
の
と
こ
ろ
で
無
料
・

秘
密
扱
い
で
相
鮫
を
お
受
け
し
‘
、
お

り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
川
く

だ
さ
い
。
な
お
、
電
話
に
よ
る
相
談

も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

◇
相
談
日
時

毎

日

午

前
９

時
～
午

後
４
時

た
だ
し
．
日
曜
日
・
祝
日
・
第
二

・

第

四
土
曜

日
は

除
き

ま
す

◇
相
談
鳩
所

県
庁
本
庁
舎
２
階

県
政
相
談
室

・
。
酣
1
1
1
1

内
線
2
0
7
2

一
2
0
7
3

直
通
剛
4
2
8
1

国
民
年
金

保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
は
、
あ
な
た
の
老
後
を

保
障
す
る
大
切
な
制
度
で
す
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て

い
ま
す
と
、

万
一
事
故
か
あ
っ
た
と
き
、
障
富
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
な
ど
の
年

金
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
か
あ
り
ま

す
。
豕
成
三
年
度
保
険
料
の
納

め
忘

れ
か
あ
れ
ば
。
年
度
内
納
付
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

住
民
福
祉
課
年
金
係

霖
卵
2
1
1
1

内
線
１
３
５

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

毎
日
が

火
の
元
警
報
発
令
中

今
年
も
三
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で

の

｝
週
間
、
參
の
全
国
火
災
予
防
逐

動
が
行
わ
れ
ま
す
．

暖
房
器
具
を
つ
け
て
い
る
の
を
う

っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
．
寒
気
か
緩

む
の
と
同
時
に
、
火
に
対
す
る
注
意

か
級
み
始
め
る
の
も
こ
の
時
期
で
す
．

し
か
し
、
三
月
は
空
気
か
乾
燥
し
て

い
ま
す
．
ま
た
、
春
一
番
な
ど
の
強

風
か
吹
く
な
ど
、
火
災
の
発
生
し
や

す

い
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
．

平
成
二
年
の
一
年
間
に
、
全
国
で

は
五
六
、
五
〇
五
件
の
火
災
か
発
生

し
、

て

八
二
八
人
か
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
．
こ
れ
は
、
蔘
成
元
年
よ
り

八
一
人
多
く
、
一
日
当
た
り
に
換
算

す
る
と
、
約
五
人
か
火
災
で
亡
く
な

『

て

い
る
こ

と
に
な

り
ま
す

。

火
災
の

な
か
で

死
者

が
最
む

多

い

の
は

住
宅

火
災
で

す

。
建
物
火

災
で

の
死

者
の
う

ち

約
九

割
を
占

め
、

一

ご

。。。人

か
平
成

二
年

中
に
住

宅
火

災
で

亡
く

な

二

ヽ
い
ま

す
。

死
者

の
年

齢

層
を
み

る
と
、

六
十

瓦
歳
以

上
の

人

が
杓
半

数
近
ぐ

を
占

め
。
死
者

発
生
率

が
蕃
年

層
に
比

べ

て

、
極

め
て

高

い
現
状

に
あ
り

ま
す

。

で

す
か

ら
、

お
年

寄
り
の

部
屋

は
出

口
に
近

い
所

に
す

る
な
ど

の
配
慮

か

必
要
で

す

。

あ
く

ま
で

火
災
を

防
ぐ

の
は
、

一

人

一
人

の
心
鱗

え
で
す

ｊ

Ｔ
国
統

】

の

防
火
曄

語

「
毎
日

か
　

火

の
元

警

報
　

発
令

中

」
で
あ

る
こ
と

を
お
忘

れ
な

く

。

遺
族
援
護
・
恩
給
業
務

巡
回
相
談
を
開
催

◇
日
　
時

２
月
1
9卩（
水
）

午
加
９
時
3
0分
～
午
後
３
時
3
0分

◇
会
　
鳩

福
鳥
県
自
治
会
館
（
県
庁
西
隣
り
）

◇
相
破
内
容

・
戦
傷
病
者
援
護
関
係
・
戦
没
者
遣

族
援
護
関
係
・
旧
軍
人
恩
給
関
係

・
平
和
祈
念
事
業
関
係

■
問
い
合
わ
せ

福
島
県
高
齢
福
祉
課

一
邸
１
１
１
！

内
線
2
5
3
9

家
族
だ
け
で
悩
ま
な
い
た
め
に

老
人
精
神
保
健

巡
回
相
談
会
を
開
催

人
間
は
ボ
ヶ
て
し
ま
う
と
何
も
感

し
な
く
な
る
と
思
い
が
ち
で
す
が
。

そ
れ
は
大
変
な
誤
解
で
す
。

痴
ほ
う
老
人
に
も
自
尊
心
や
し
ゅ

う
恥
心
が
あ
り
、
知
的
な
心
の
働
き

は
衰
え
て
も
、
感
僻
は
残

り
て

い
ま

す
。
痴
ほ
う
老
人
か
日
常
、
ど
ん
な

気
持
ち
で
過
ご
し
て
い
る
の
か
を
知

り
、
そ
の
老
人
の
鼠
持
ち
に
な
っ
て

い
っ
し
ょ
に
考
え
て
あ
げ
る
こ
と
か
、

お
年
寄
り
を
お
世
話
す
る
う
え
で
大

切
な
こ
と
で
す
。

保
原
保
健
所
で
は
。
次
の
日
程
で

「
巡
回
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

是
非
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

◇
日
　
時

３
月
1
9日
（
木
）

午
後
１
時
3
0分
～
４
時

◇
会
　
鳩

国
見
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
内

容

・
専
門
医
師
に
よ
る
個
別
相
談

・
保
健
婦
に
よ
る
介
護
指
導

・
介
護
用
品
の
展
示

・
老
人
性
痴
ほ
う
症
患
者
を
介
護
す

る
家
族
の
話
し
合
い

■
問
い
合
わ
せ

福
島
県
保
原
保
健
所

四
3
1
2
1

お

し

ら

せ



国民年金

学
生
の
皆
さ
ん
も

二
十
歳
に
な
っ
た
ら

当
然
加
人
に
な
り
ま
す

成
人
式
を
終
え
。
今
年
も
多
く
の

新
成
人
が
誕
生
し
ま
し
た
。
国
民
年

金
は
二
十
歳
か
ら
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

す
で
に
社
会
人
と
し
て
厚
生
年
金

保
険
や
各
種
共
済
組
合
の
適
用
を
受

け
て
い
る
方
も
い
ま
す
が
、
二
十
歳

か
ら
六
十
歳
ま
で
の
方
は
、
原
則
と

し
て
必
ず
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

自
営
業
、
農
業
ま
た
は
学
生
の
皆

さ
ん
は
第
一
号
披
保
険
者
、
厚
生
年

金
保
険
や
各
種
共
済
組
合
の
適
用
を

受
け
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
は
第
二

号
被
保
険
者
、
さ
ら
に
そ
の
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
方
の
被
扶
養
配
偶
者
の
方

は
第
三
号
被
保
険
者
と
し
て
国
民
年

金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。特

に
、
平
成
三
年
四
月
か
ら
は
、

二
十
歳
以
上
の
学
生
の
方
も
強
制
的

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
二
十
歳
に
な
ら
れ
た
方
は
忘
れ

ず
に
加
入
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ

住
民
福
祉
課
年
金
係

魯
翦
2
1
1
1

内
線
1
3
5

2/7

北
方
領

土
の
日

北
方
の
　
領
土
か
え
る
日

平
和
の
日

北
方
領
土
と
は
、
北
海
道
の
東
北

洋
上
に
連
な
る
鳥
々
で
、
こ
の
う
ち
、

歯
舞
（
は
ぼ
ま
い
）
群
島
は
、
根
室

半
島
の
延
長
線
上
三
・
七
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
沖
合
か
ら
東
北
方
に
点
在
す

る
小
鳥
で
す
．
す
な
わ
ち
水
晶
鳥
、

秋
勇
留
鳥
、
勇
留
島
、
志
発
馬
、
多

楽
島
の
鳥
々
か
ら
な

’
て
い
ま
す
。

色
丹
（
し
こ
た
ん
）
島
は
、
歯
舞
群

鳥
の
東
北
方
二
十
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
位
巴
し
て
い
ま
す
。
国
後
（
く
な

し
り
）
鳥
は
。
根
室
半
鳥
と
知
床
半

島
と
の
中
間
の
湾
曲
の
中
に
抱
か
れ

る
よ
う
な
形
で
、
北
海
道
の
沖
合
十

六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
か
ら
東
北

方
に
位
置
す
る
令
長
百
二
十
ニ
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
鳥
で
す
。
ま
た
、
択
捉

（
え
と
ろ
ふ
）
島
は
、
国
後
鳥
の
東

北
方
二
十
。一
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

位
置
し
て
い
る
全
及
二
百
四
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
鳥
で
す
。

こ
れ
ら
は
。
歴
史
的
に
み
て
も
国

際
的
な
諸
取
り
決
め
か
ら
み
て
も
、

日
本
固
有
の
領
土
で
す
・

し
か
し
、

わ
か
岡
が
ポ
ツ
ダ
ム
宜
言
を
受
諾
し

て
連
合
国
に
降
伏
し
た
直
後
に
、
ソ

連
に
よ
り
占
拠
さ
れ
て
か
ら
、
日
本

人
か
住
め
な
い
状
態
か
続
い
て
い
ま

す
。

二
月
七
日
は
『
北
方
領
土
の
日
』

で
す
。
こ
の
日
を
機
会
に

笳

ぐ`
て

遠
い
日
本
”
で
あ
る
北
方
領
土
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

自
動
車
の
登
録
・

税
の
申
告
は
お
早
め
に

三
月
は
陸
運
支
局
や
自
動
水
税
申

告
の
窓
口
か
大
変
混
継
し
、
皆
さ
ん

に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。

自
助
車
を
旗
っ
た
り
、
譲
り
受
け

た
と
き
や
、
住
所
変
更
、
廃
水
な
ど

を
し
た
場
合
は
、
三
月
上
旬
ま
で
に

手
続
き
を
済
ま
せ
る
よ
う
お
噸
い
し

ま
す
。

■
自
動
車
登
録
の
問
い
合
わ
せ

・
東
北
運
輸
局
福
島
陸
運
支
局

Ｓ
哺
0
3
4
1

■
自
動
車
税
の
問
い
合
わ
せ

・
福
島
県
自
助
車
県
税
事
務
所

Ｓ
咄
！
１
１
１

内
線
4
7
3
0

戸 籍の窓口

(１月受付分)

出生おめでとうございます

子 の 名　 保護者　　 町内会

孝 希に う き〉横山 孝夫 泉 田 上

龍 哉(だ つ や)齋藹 皿夫 石母田北

莠 美(ひ で み)佐藤 秀一 宮　 東

由 美(ゆ　 み)佐碍 浩治 第　 二

美由紀(み ゆ き)佐久間公一 第　 一

笑 佳(み　 か)石田 一成 板　 檎

鯵 香(は る か)佐藤　 男 貝　 田

結婚おめでとうございます

氏　　 名
佐 藤 信 広
阿 部 みゅき

玉 手　　 智

佐 薦 淳 子

町内会

桑 折町
宮　 稟

中　 郎
伊 達 町

おくやみ申し上げます

氏　　 名　　　 年齢　　 町内会

菅 井 匡 尾　　77　　 泉 田 下

佐 野 フ　ヨ　　87　　 第　 八

前 田　　 豐　　88　　 町　 柬

渋 谷 サツキ　　84　　 光 明 寺

奥 山　｝ ヨ　　69　　 宮 町 南

佐 ● ナ　ヲ　　83　　 山　 眼

後 藤　ヨ　シ　　76　　 鳥　 取

山 田 重 吉　　81　　 大 町 南

吉Ill　 タキイ　　83　　 山 崎 舘

遠 藤 喜 平　　89　　 山　 根

人 口 と 世 帯

２月１日現在(前月比)１月中のうごき

人
　
　

口

5 滝 人(  十 6 )

女6  ﾖ 人(  十 3 )

升11,893人(  十 9 )

世帯 数2.  的 3戸 （＋ ６）

転 入　18人

転 出　６人

出 生　７人

死　亡10 人

心配ごと相談日
場 所 ： 役 増 二 階 柤跂 霍 （・ＳＡＱからjf入りＴ ●い3

紡 茴 ： ９衂 ～12 魴

こ まったことや、相談ご とがありましたら、

お気軽 にご相破下さい。 秘密は絶対に守ります。

(相談員)

２月 日 ( 火）曳地 善作・後藤 アヤ
３月５日（木）佐久間 巌・安藤　トヨ
３月 日 ( 金）樋口　 弘・井砂喜代子

２月　如月（きさらぎ）

16 日 ( 日 )所得税の確定申告

四 日 (水)雨 水

日 ( 日 )皇太子誕生日

３月 弥生（やよい）

一 日 (  日 )  春の 全 国 火 災 予防 運動

３日( 火) ひな 祭 り

５ 日( 木) 啓 蟄

７ 日( 土) 消 防 紀 念11

8 日 (  日 )国 際 婦 人 デ ー

こよみ



公
民
館
だ
よ
り

国 見町 公民館

8 5 -

（有) 4 1 5 6

家
庭
教
育
講
座
盛
況

公
民
館
事
業
の
家
庭
教
育
の
分
野

で
は
九
月
よ
り
実
施
し
た
家
庭
教
育

学
級
「
子
育
て
教
室
」
の
他
に
家
庭

教
育
講
座
と
し
て
各
学
校
・
幼
稚
園
・

保
育
所
な
ど
の
父
兄
の
集
会
を
利
用

し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
一
月
は

大
盛
況
で
三
ヶ
所
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
学
習
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◇
藤
田
幼
稚
園

一
月
十
七
日
（
金
）
午
前
十
時
よ

り
、
お
か
あ
さ
ん
た
ち
九
十
人
あ
ま

り
を
対
象
に
、
大
枝
小
学
校
校
長
大

槻
太
先
生
の
お
話
し
「
幼
児
の
家
庭

教
育
」
は
ユ
ー
モ
ア
を
ま
じ
え
て
日

ご
ろ
の
生
活
に
根
ざ
し
た
き
め
の
細

か
な
点
ま
で
教
え
て
い
た
だ
き
大
き

な
感
銘
を
う
け
ま
し
た
。

◇
森
江
野
幼
稚
園
・
小
学
校

一
月
十
九
日
（
日
）
午
前
十
時
二

十
分
よ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
成
人
講
座
と
し

て
、
会
員
百
三
十
人
ほ
ど
が
、
森
江

野
町
民
セ
ン
タ
ー
に
移
動
し
て
、
保

原
高
校
教
諭
石
井
祐
澄
先
生
の
講
話

を
い
た
だ
い
た
。

『
さ
わ
や
か
な
心
』

と
題
し
て
最
近
の
変
ぼ
ｉ
す
る
世
界

の
歴
史
の
激
流
の
中
で
。
子
ど
も
た

ち
や
若
者
た
ち
、
若

い
お
か
あ
さ
ん

た
ち
の
心
の
あ
り
方
も
変
化
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
中
で
。
「
こ
だ
わ
り

の
な
い
、
差
別
の
な
い
柔
軟
な
心
で

さ
わ
や
か
に
」
子
ど
も
た
ち
に
接
し

て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
と
訴
え
ら
れ
ま
し

た
。

◇
大
木
戸
小
学
校

一
月
二
十
六
日
（
日
）
午
前
十
時

四
十
分
よ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
親
子
の
集
い

が
あ

う
て
、
福
鳥
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
ク
ラ
ブ
会
長
で
、
飯
坂
小
学
校
の

小
林
平
三
先
生
の
ご
指
導
に
よ
る
観

子
で
遊
ぶ
、
友

だ
ち
と
の
遊
び
、
身

近
か
な
物
を
使
っ
て
遊
ぶ
な
ど
一
時

間
に
わ
た
っ
て
楽
し

い
ひ
と
と
き
を

す

ご
し
ま
し
た
。

《
子
育

て
コ

ー
ナ

ー
》

「
同
じ
眼
の
商
さ
で
み
つ
め
て
」

大
枝
小
学
校
長

大
槻

太
先
生

の
お
話
し
か
ら
要
点
だ
け
の
べ
て
み

ま
す
。

●
人
間
の
子
は
必
ず
人
間
に
育
つ
と

は
限
ら
な
い
。
犬
に
育
て
ら
れ
た
子

ど
も
、
狼
に
育
て
ら
れ
た
狼
少
年
の

話
は
よ
く
き
く
と
こ
ろ
で
す
。
子
ど

も
に
と
っ
て
大
切
な
の
は
や
は
り
母

親
で
す
。
と
く
に
夫
婦
仲
よ
く
幸
せ

で
あ
れ
ば
子
ど
も
は
安
心
し
て
お
り

ま
す
。
子
ど
も
は
親
の
背
中
を
み
て

育
つ
と
い
わ
れ
る
か
、
本
来
は
真
正

面
か
ら
、
同
じ
高
さ
で
眼
と
眼
を
合

わ
せ
て
じ
っ
と
瞳
を
み
っ
め
、
ほ
ほ

を
掌
で
は
さ
ん
で
本
気
に
な

。
て
聴

か
せ
て
や
る
こ
と
か
大
切
で
す
。
親

の
何
気
な
い
こ
と
ば
が
子
ど
も
の
や

る
気
を
な
く
さ
せ
、
不
信
感
。
反
発

に
っ
な
が
り
ま
す
。

親
と
し
て
の
不
安
。
悩
み
、
無
力

感
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
で
し
ょ
う
。

公
民
館
と
し
て
も
そ
の
よ
う
な
こ
と

を
個
人
的
に
対
処
し
て
ゆ
く
手
だ
て

な
ど
を
考
慮
し
、
新
年
度
よ
り
実
現

し
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

▲大木戸小の学習風1

親
子

ふ
れ
あ
い

ス
キ
ー
教
室

冬
は
室
内
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
、

親
子
一
締
に
ゲ
レ
ン
デ
で
寒
さ
を
吹

っ
飛
ば
せ
。

恒
例
の
親
子
ス
キ
ー
教
室
を
一
月

二
十
六
日
（
日
）、

二
本
松
市
塩
沢
ス

キ
ー
場
で
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
は
親
子
三
十
一
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
中
に
は
は
じ
め
て
ス
キ
ー

を
や
る
人
も
お
り
、
赤
坂
悦
雄
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
、
歩
き
方
、
転

び
方
。
ボ
ー
ゲ
ン
な
ど
の
特
訓
を
受

け
ま
し
た
。
午
後
に
は
全
員
な
ん
と

か
滑
れ
る
よ
う
に
な
り
、
親
と
子
が

心
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
な
が
ら
終
日

ス
キ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

４技術は初岨、立姿は上編.ぺl

成
人
学
級
作
品
集

○
俳
句

安
孫
子
光
夫

雪
晴
れ
の
か
か
や
き
に
道
見
失
う

冬
椿
断
崖
に
渕
覗
き
居
る

鈴
木
　
フ
ミ

か
じ
か
み
し
手
に
て
火
鉢
の
炭
を

つ
ぐ

立
春
の
川
も
の
柳
柵
れ
ゐ
た
り

公民館の特別企画「ヤング･スキーツアー」
若者よ　いっしょに滑ろう　転ぼう!!

・と　き　　３月１剛11 ）公民館前バス出発頏7 :00

・ところ　　裹磐梯「猫呶スキー壌」

・ 資　格　　35 才未満の未婚の一般男女

・定　 員　40 名｛定員オーバーの場合抽選｝

・会　 費　　１人500円　　　　　　　　 ’

・ 申込み　　２月24則 月）まで．電話0  K



寿

祝

い
新

年

会

阿
滓
賀
志
学
級
で
は
一
月
二
十
二

目
。
午
的
十
時
よ
り
町
公
民
館
で
二

百
二
十
五
名
の
学
級
生
か
出
席
し
て
、

寿
祝
い
新
年
会
を
行
い
ま
し
た
。

式
は
学
級
の
歌
斉
唱
に
始
ま
り
、

藤
田
学
級
委
貝
長
、
春
口
館
長
の
あ

い
さ
つ
、
冨
永
町
長
。
仲
野
町
議
会

巌
長
、
蓬
田
教
育
長
の
ご
祝
辞
を
い

た
だ
い
た
後
、
寿
祝
い
該
当
者
四
十

三
名
に
賀
詞
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

最
後
に
米
寿
の
佐
久
間
岩
吉
さ
ん

よ
り
謝
辞
か
あ
っ
て
、
終
わ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
記
念
写
真
撮
彫
を
し

藤
踊
会
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
見
事
な

舞
踊
を
観
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
芸
達
者
な
学
級
生
に
よ
る

歌
謡
や
民
謡
、
舞
踊
な
ど
の
発
表
も

あ
り
、
盛
ん
な
拍
手
を
送
り
な
か
ら
、

楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
寿
祝
い
該
当
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

●
卒
寿
　
国
分
い
ち
の

古
旧

翕
藏

●
米
寿
　
沼
田

次
郎

佐
久
間
岩
古

宍
戸
　
巳
古

宍
戸

義
夫

武
田
キ
ミ
ヨ

小
林
　
成
夫

●
喜
寿
　
十
九
名

●
古
希
　
十
六
名

▲寿祝いを受けた告さん

お
正
月
の

行
事
を
学
ぶ

今
年
度
少
年
仲
間
づ
く
り
敦
室
で

は
、
世
代
間
の
交
流
を
図
り
、
ふ
る

さ
と
の
伝
承
文
化
に
闃
す
る
理
解
と

関
心
を
深
め
る
こ
と
を
、
取
り
上
げ

て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昨
年
の
八
月
に
ふ
る
さ

と
の
昔
の
遊
び
を
と
お
し
て
、
阿
津

賀
志
学
級
生
と
の
交
流
を
深
め
て
き

ま
し
た
が
、
去
る
一
月
十
二
日
に
再

び
機
会
を
設
け
。
昔
の
お
正
月
の
行

事
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

阿
津
賀
志
学
級
の
商
橋
藤
右
工
門

さ
ん
よ
り
、
昔
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き

た
お
正
月
の
行
事
の
う
ち
、
特
に
『

だ
ん
ご
さ
し
』
や
『
鳥
迫
い
』
に
つ

い
て
、
実
物
で
く
わ
し
く
ご
指
導
を

い
た
だ
き
ま
し
た
’

そ
の
後
、
子
ど
も
た
ら
は
十
班
に

分
か
れ
て
、
実
際
に
み
ず
の
木
に
だ

ん
ご
を
さ
し
た
り
、
藁
棒
で
ボ
ン
ボ

ン
と
床
を
強
く
た
た
き
、
「
（

Ｉ
イ

（

イ
（

イ
『

Ｉ
イ
』
と
元
気
よ
く
鳥

追
い
の
ま
ね
を
し
ま
し
た
．

子
ど
む
た
ち
は
．
昔
か
ら
行
わ
れ

て
き
た
ふ
る
さ
と
の
お
正
月
の
行
事

に
つ
い
て
大
へ
ん
興
味
を
持
ち
、
そ

の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
い
ろ
い
ろ
な
意

味
か
あ
る
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
こ
そ

真
剣
に
取
り
組
み
、
仕
上
が
っ
た
だ

ん
ご
さ
し
の
木
を
眺
め
．
大
満
足
で

し
た
．

こ
の
よ
う
に
喜
ぶ
子
ど
も
た
ち
の

姿
を
見
る
に
っ
け
、
世
代
間
の
交
流

を
と
お
し
て
、
ふ
る
さ
と
の
伝
承
文

化
を
伝
え
る
行
事
を
、
今
後
も
ぜ
ひ

継
統
し
て
行
き

た
い
も
の
だ
と
感
じ

ま
し

た
．

Ａだんごさし完成

行　　事　　予　　定　　表

月 �日 �曜 � 行　　　　　　　　　　　　　　 事 �月 �日�曜

２ �16�

日 �・町民スキー教室（箕輪） �

３ �

１ �日 �・ヤングスキーツアー（猫魔）

�����３�火 �・子ども移動図書館（森江野小）

�18�火 �・子ども移動図斑館（森江野小）
�����４�水 �・子ども移動図書館（大枝小）

�19�水 �

・中央婦人学級闥講式 ��５�木 �・子ども移助図書館（大木戸小）

�����６�金 �・阿津賀志学級委口会
���・成人学級閉講式

�����９�月 �
・成人学級委員会

�26�水 �

・阿津賀心学級閉講式、交通安全大学修了式 �������・子ども移動図斎館（小坂小）

���・子ども移動図書館（藤田小３年） �
�10�火 �・子ども移助図斎館（藤田小２年）

�����11�水 �・子ども移動図書館（藤田小３年）

�27�木 �・子ども移助図耆館（藤田小１年）
�����12�木 �・子ども移助図耆館（藤川小１年）

備　 考 ���

・子ども移動図書館の活動内容　・２月はサルの絵馬づくり　・３月は影絵

・２月16 日 ( 日 ) 伊達地方綱引選手榊大会（川俣中）

・２月23 日 ( 日 ) 伊達地方バドミントン大会（町民体育館）



大
き
な
声
で

鬼

は

外

夕・
福

は

内

夕・

節
分

の
日

の
二
月

三
日

、
藤

田
幼

稚

園
で

園
児

全
貝

か
園

庭
に
集

ま
り
、

元

気
よ

く
豆

ま
き

を
し
ま

し

た
。
園

児

た
ち

は
一

生
懸
命

に
作

っ

た
鬼
の

面

を
か

ぷ
り

、
用
意

さ
れ

た
豆
を

手

に

、
友

だ
ち

や
先
生

に
向
け

て

、
大

き
な

声
で

｛
鬼

は
外

／・
福
は

内
／・
｝

と
威

勢
よ

く
豆

を
ま
き

、
悪

い
鬼

を

退
治

し
ま

し

た
。

ま

た
、

こ
の

口
は
藤

田
保

育
所

で

も
豆
ま
き
を
行
な
い
、
年
長
組
の
子

ど
も
た
ち
か
遊
戯
室
の
ス
テ
ー
ジ
の

上
か
ら
、
元
気
よ
く
豆
を
ま
き
ま
し

た
。

Ａ「鬼は外／福は内,／」（薛田幼碓園）

Ａ罵い鬼を退治（喰田保賣所）

盤

上

に

熱
戦
を
展
開

国
見
町
新
春
囲
碁
大
会
か
二
月
一
．

日
、
町
公
・民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
．

大
会
に
は
愛
好
者
二
十
八
人
か
参

加
し
、
ニ
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
対
局
、

盤
上
に
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
．

成
績
は
次
の
通
り
　
（
敬
称
略
）

◇
Ａ

級

優

勝
　

神
津

武
志

準
優
勝
　

斎
藤
　
尹
郎

第
一
位
　

小
野

智
義

第
二
位
　

村
上
　
健
一

第
三
位
　

生
亀

哲
男

◇
Ｂ

級

優

勝
　

斎
藤

武
男

準
優
勝
　

商
櫑
　
正
夫

第
一
位
　

後
藤

忠
男

第
二
位
　

引
地
　
由
則

第
三
位
　

蓬
田

道
郎

貴
重
な
文
化
財
を

火
災
か
ら
守
ろ
う

一
月
二
十
六
日
は
文
化
財
防
火
デ

ー
。
昭
和
二
十
四
年
の
こ
の
日
。
奈

良
法
隆
寺
金
堂
か
ら
出
火
し
。
世
界

的
な
至
宝
と

い
わ
れ
た
。
金
堂
外
壁

に
描
か
れ
た
仏
画
の
大
嚼
か
焼
失
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
教
馴
に
、
大
切
な

文
化
財
を
火
災
や
そ
の
他
の
災
稗
か

ら
守
る
た
め
に
、
全
岡
一
斉
に
厦
動

か
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
二
十
七
日
に
文
化
財
保

謾
審
議
会
委
員
の
皆
さ
ん
か
、
町
有

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
光
明

寺
の
二
常
院
木
造
阿
弥
陀
三
尊
立
像

な
ど
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
防
火
設
備

の
点
検
や
危
険
簡
所
の
確
認
を
行
い

ま
し

た
。

あ文化財パトロール

パ
ー
テ
ィ
ー
つ
て

楽

し

い

ね

藤
田
保
育
所
で
は
二
月
七
日
。
お

た
の
し
み
会
を
開
き
、
子
ど
も
た
ち

か
料
理
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
。
子
ど
も
た
ち
か
自
分
で

メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
。
工
夫
し
な
が
ら

作
る
楽
し
み
を
味
わ
う
た
め
に
行
わ

れ
た
も
の
で
。
エ
プ
ロ
ン
姿
で
さ
っ

そ
く
料
理
開
始
。
こ
の
日
の
メ
一
二

－

は
、
お
に
ぎ
り
、
焼
き
そ
ば
、
サ

ラ
ダ
な
ど
子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
食

べ
物
ば
か
り
。

料
理
か
出
来
上
が
る
と
き
・・
そ
く

バ
イ
キ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
。
ど
れ
も

お
い
し
そ
う
で
、
何
か
ら
食

べ
よ
う

か
と
迷
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
思
い
出
に
残
る
楽

し
い
一
日
で
し
た
。

▲おいしいね

非
常
時
の
連
絡
を

速

や

か

に

町
で
は
、
今
年
一
月
か
ら
防
災
行

政
無
線
を
導
入
し
。
非
常
時
の
連
絡

体
制
を
強
化
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
。
町
内
で
の
災
害
発
生
時

に
素
早
く
的
確
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
硯
状
を
速
や
か
に
把
握
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
た
め
。
災
害
現
場

と
役
場
を
結

ぶ
無
線
設
備
を
設
置
し

た
も
の
で
す
。

導
入
さ
れ
た
無
線
機
は
、
総
務
課

の
蕗
地
に
親
機
一
台
と
三
台
の
公
用

車
に
一
台
ず
つ
、
さ
ら
に
ト
ラ
ン
シ

ー
バ
ー
型
の
携
帯
機
が
六
台
で
す
。

Ａ導入された防災行政無線椶

編
集
日
記

○
立
春
か
過
ぎ
。
暦
の
う
え
で
は
も

う
参
。
受
験
生
に
と
っ
て
は
。
今
か

試
練
の
時
。
こ
こ
を
乗
り
切
る
と
、

や
が
て
本
肖
の
吝
か
訪
れ
る
。
も
う

一
息
、
か
ん
ぱ
れ
受
験
生
。

発
行
・
゛
　

国
兇
町
企
画
商
ｙ
ふ
課

福
島
県
伊
達
郡
国
見
町
大
字
薄
Ⅲ
字
一
丁
Ⅲ
こ
２
の

１

一

九
六
九
Ｉ

．
ヒ
　

Ｓ

・．０
二
四
五
）
八
丘
－

．：

匸

’代
良
）

わ

だ

い
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